







昭和53年 4 月　　国学院大学法学部非常勤講師（昭和 55 年 3 月まで）
  愛知学院大学法学部非常勤講師（昭和 54 年 3 月まで）
昭和56年 4 月　　国士舘大学法学部助教授
昭和62年 4 月　　国士舘大学法学部教授（現在に至る）
  早稲田大学法学部非常勤講師（平成 4 年 3 月まで）
平成 4 年 8 月　　米国カリフォルニア大学ヘイスティング校ロースクール客員教授
（平成 5 年 7 月まで）
平成 6 年 4 月　　早稲田大学法学部非常勤講師（平成 26 年 3 月まで）
平成 7 年 4 月　　国士舘大学大学院法学研究科教授（現在に至る）
  国士舘大学教務部長（平成 9 年 10 月まで）




  （平成 26 年 4 月まで）
平成17年 5 月　　目黒区役所職員倫理委員会会長（現在に至る）
平成18年 4 月　　国士舘大学大学院法学研究科委員長（平成 22 年 3 月まで）







































　　　（平成 5 年）　国士舘大学比較法制研究 16 号
・「警察と地域社会―アメリカにおけるコミュニティ・ポリーシングの試みにつ
いて－2－」（岡西賢治氏と共著）
　　　（平成 6 年）　国士舘大学比較法制研究 17 号
・「米国における未成年犯罪者の処遇および処遇の観念の変遷」




　　　（平成 8 年）　国士館法学 28 号
・「少年保護手続への米国パブリック・ディフェンダー類似の制度の導入にむけて」 
　　　（平成 9 年）　リーガル・エイド研究 2 号
・「少年保護手続におけるパレンス・パトリエ思想再考―シャフツベリー判決を
参考として」




















　　　（平成 2 年）　国士館法学 22 号 
・「米国少年施設視察報告⑴」
　　　（平成 6 年）　JCCD70 号
・「米国少年施設視察報告⑵」
　　　（平成 7 年）　JCCD71 号
・「資料　米国の少年司法 : 少年保護の質の改善」（翻訳） 
　　　（平成 7 年）　早稲田大学比較法学 28 巻 2 号
・「シンポジウム宗教と被害者（要旨）」 


























　　　（平成 5 年）　犯罪と非行に関する全国評議会 18 回総会・シンポジウム
・「宗教と被害者」
　　　（平成 8 年）　日本被害者学会 7 回大会シンポジウム
・「いじめと学校問題」
　　　（平成16年）　いわき明星大学公開講座
・「いじめ問題」
　　　（平成17年）　世田谷老人大学講演
・「日本の少年法」
　　　（平成17年）　中国武漢大学国際シンポジウム
・「情報化社会における監視と安全と人権」
　　　（平成20年）　画像電子学会 2008 年次大会
・「盗撮と人権」 
　　　（平成20年）　第 2 回安全な暮らしのための情報技術研究会
・「インターネットアクセス規制の立法上の問題」
　　　（平成21年）　第 3 回安全な暮らしのための情報技術研究会
・「グーグルのプライバシー訴訟」
　　　（平成21年）　画像電子学会 2009 年次大会
・「日本の少年法と少年院」
　　　（平成22年）　中国中央司法警察学院講演会
・「少年非行からする教育の展望」
　　　（平成25年）　国士舘大学シニアスクール講演
・「寺院をとりまく法律問題」
　　　（平成26年）　福島県浄土宗年次総会講演
